
技術分野

これからの社会では、社会的または経済的価値を
獲得する目的で新しいアイディアを活用するイノ
ベーションスキルが大切とされている。しかし、事
前アンケートでは、知的財産やイノベーションにつ
いて「難しい」「自分には関係ない」と感じている
生徒が多かった。また、生徒は日頃からさまざまな
製品を使用しているが、それらの製品にどのような
科学的な原理・法則や仕組みが応用されているかを
考える機会も少ないことがわかる。
本題材では、学習のテーマを「アイディアを形に」
とし、生活の中の不便を解決する便利グッズの製作
を通して、身近な製品の知的財産とイノベーション
に関心をもち、モノや仕組みなどに新たな考えや工
夫を取り入れ、新しいモノ（新たな価値）を創ろう
とする態度を養うことを期待した。

1 はじめに

（１） 指導計画
本題材では、「アイディアを形に」という題材の
テーマのもと、学習指導要領「Ａ材料と加工の技術」
中の（2）のア・イ、および（3）のア・イ（注）
について、生活や社会で利用されている材料と加工
の技術に込められた工夫や創造性及びそれに関わる
知的財産のすばらしさに気づき、知的財産を保護し、

2 自ら学ぶ意欲を引き出す
授業の実践

図 1　 さまざまな形状をしたハサミ
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自ら学ぶ意欲を
高める学習課題の設定
― 「アイディアを形に」3Dプリンタを
 使用した便利グッズの製作 ―

これらのハサミを
用いて、上質紙と
段ボール紙を切断
してみる。

使用者のニーズに
応える技術イノ
ベーションに気づ
く。

ハサミの形状が果
たしている役割を
考える。

時 学習内容（全10時間）
1 CADソフトを利用した3Dモデリング
1 技術ガバナンスレビュー学習
1 問題の把握と課題の設定
3 便利グッズの設計と製作
2 試作品の交流と改善
1 便利グッズの完成発表会
1 これからの社会や生活を実現する技術について

表 1　題材の指導計画
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新たな知的財産の創造や保護及び活用しようとする
態度の育成を目指す。
（２） 学習課題の設定
生徒の主体的な学びを引き出すためには、生徒が
学習内容をより「自分ごと」として捉え、生徒自身
が目指すゴールや何をすべきで、何が足りないかな
どを明確にする必要がある。

そこで、櫻井（2020）の研究をもとに、自ら学
ぶ意欲（自律的な学習意欲）を高めるために学習意
欲を図2のように細分化し、学習課題や生徒の学
習活動とつなぎ合わせた。
（３） 技術ガバナンスレビュー学習
問題解決的な学習に入る前に、身近な生活にある
アイディアに気づくために、技術ガバナンスレ
ビュー学習を行った。技術ガバナンスレビュー学習
では、さまざまな形状をしたハサミを取り上げ、ハ
サミの形状に込められた工夫や用途などについて考
察した。生徒は、実際に厚さの違う紙（上質紙と段
ボール紙）を切断しながら、ハサミの形状がどのよ
うな役割を果たしているのかを考え、「支点、力点、図 2　 自ら学ぶ学習意欲の細分化

（1） 内発的な学習意欲…学習テーマの設定
（2） 向社会的な学習意欲…問題の背景と課題の見通し
（3） 達成への学習意欲…全体の学習課題の設定
（4） 自己実現の学習意欲…自分自身の授業ごとの課題

図 3　 「開発の設計図」学習課題や製作の過程が視覚化されたワークシート

【問題の発見と課題設定】
製作の背景を具体化することで向社会的な学習意欲につなげる

【ふり返り】
製作を通して気づいたことや感じたことをまとめる

【開発の記録】
製作して気づいたことや次回取り組む内容などを
記録し、自己実現の学習意欲につなげる

【開発の設計図】
便利グッズを等角図で表す
改善点などを記録し、製作
の過程を視覚する



作用点の位置関係が、少ない力で厚い紙を切断する
のに関係がある」「刃が曲がっていることで、ペッ
トボトルなどの曲面を切断するのに適している」な
ど、使用者のニーズに応える技術イノベーションに
気づき、発明や知的財産を身近に感じたようだった。

（４） 学びの過程を視覚化するワークシートの工夫
学習課題や取り組むべき道筋を明確にするための
ワークシート「開発の設計図」を活用する。このワー
クシートは、取り組んできた過程を記入することで、
便利グッズに込められた工夫などの情報を共有し、

図 4　 生徒が 3Dプリンタで製作した便利グッズ

図 5　 AI テキストマイニングによる生徒の感想の単語分類



便利グッズを検討する際に改善点を見つけやすくし
たり、よりよい方法を検討しやすくしたりするねら
いがある。生活の中のさまざまなモノに込められた
アイディアに関心をもち、よりよいモノを創り出す
楽しさを感じられることを期待した。

課題が細分化され、学びの過程が視覚化されるこ
とで、生徒は取り組むべき課題が明確になり、製作
したものが期待する動作をしないなどの困難な局面
になったとしても、試行錯誤しながら粘り強く課題
解決に向かう姿が多く見られるようになった。
生徒の知的財産や技術イノベーションについて感
想をAIテキストマイニングで単語分類したところ、
学習前には、ネガティブな単語が多いが、学習後に
は、ポジティブな単語が多く出現している。学習前
の漠然とした知識による印象から、学習を通して、
より自分ごととしてとらえ、自分から関わりをもっ
ていこうとする様子が伺える。また、教師が生徒の

3 おわりに

実態を適切に把握しフィードバックを行うことで、
生徒の課題解決に向けた粘り強い取り組みを引き出
し、学習の深化につながると感じた。

（注） 学習指導要領「Ａ材料と加工の技術」の該当箇所
（2）材料と加工法について、次の事項を指導する。
　ア　材料の特徴と利用方法を知ること。
　イ　 材料に適した加工法を知り、工具や機器を安全に使

用できること。
　ウ　 材料と加工に関する技術の適切な評価・活用につい

て考えること。
（3） 材料と加工に関する技術を利用した製作品の設計・製

作について、次の事項を指導する。
　ア　 使用目的や使用条件に即した機能と構造について考

えること。
　イ　 構想の表示方法を知り、製作図をかくことができる

こと。
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